
自信をもって 次のステージへ 
 

 ３月１９日（火）１２６名の卒業生が荘内小学校を巣立って行きました。壇上で堂々と卒業証書

を受け取る姿は実にりっぱでした。常に前向きな言葉と行動で下級生を導てくれた６年生らしいす

ばらしい卒業式でした。 
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       ～ともに遊び ともに学び ともに育つ～   令和6年３月２5日発行 

                 子どもが主役の学校 

 

 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

荘内小 

 プライド 

 

 ３月１３日（水）卒業式の予行では、卒業式当日に参

加できない５年生が出席し、６年生に感謝の歌と「呼び

かけ」を贈りました。1年後の自分の姿を重ねながら…。 

 卒業式前日まで、様々な形で「ありがとう」を伝え続けた６年生。卒業していく６年生のために、

学校中を掃除していた在校生。お互いを思う気持ちに胸が熱くなりました。花粉症でも風邪をひい

ているわけでもありませんが、この１ヶ月子どもたちの成長した姿に、私の目と鼻は常にうるう

る、ぐずぐず状態でした。 

 

前の学年までの学習内容を身につけておくことが、新しい学年のがんばりにつながります。

新しい学年を笑顔でスタートできるよう、春休み中にしっかり復習をしておきましょう。 

※４月１８日、６年生は全国、３～５年生は岡山県の学力・学習状況調査があります。 

                  ありがとうございました 
 今年度も、地域の方や保護者の皆様には、環境整備や登下校の見守り、子どもたちの学習支援にも

数多くご協力いただきました。お陰で、安全に教育活動を行うことができました。ありがとうござい

ました。 

３月５日（火）日頃お世話になっている地域や保護者の方を招いて歌や踊り、言葉や手紙で感謝の

思いを伝えました。 


